
(H25.10.30ランク変更)
１植物（１）維管束植物

②種子植物 ②-3 双子葉植物：合弁花類
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キク 458 イズハハコ
Conyza japonica
(Thunb.) Less.

Ａ VU ○ ○

淡路 本州(関東地方以
西)・四国・九州・琉
球

日当りのよい崖にはえる1～越年草。全体に灰白色の
軟毛が多い。茎は高さ25-55cmになる。葉は下部にや
やロゼット状に集まり、長楕円形で円頭、基部は有翼
の葉柄となり、鈍鋸歯または歯牙があり、長さ5-
13cm、幅1.2-4cm、両面に軟毛がある。中部の葉は倒
披針状長楕円形長さ5-10cm、鈍頭、基部は茎を抱く。
花は4-6月。頭花は茎の先に密に集まり、総苞は長さ
約5.5mm。花冠は細い。

西播（姫路市）の標本がある
が長い間確認されていない。
崖みたいな場所に生育する。
2010年版での追加種。
2010年版でExとしたが、2012
年に南あわじ市(旧南淡町)で
新たに確認されたので、Ａラ
ンクに変更する。兵庫県内で
は53年ぶりの発見である。

（注）下線部分は変更を示す。
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